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第38号第38号

　平成19 年に岩泉町内に就労継続支援B型事業所として開所してから、早いもので17年が経ちました。その間に大き
な災害を経験したり新型コロナウィルスの流行もあり大変な時を過ごしてきました。
　やっと落ち着きを取り戻しつつある現在、利用者さんは日々の作業を通じて自分にあった作業を行い、生活リズム
を整える訓練を行っています。地域や関係機関との連携を図りながら、必要とされる施設として、これからも利用者・
職員で頑張っていきたいと思います。　　　　       （担当：特定非営利活動法人 きぼうハウス　施設長 池原真理子）

注）法律や制度に基づく固有名詞及び引用文は「障害」と表記し、それ以外は「障がい」と表記しています。
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昼
夜
の
気
温
変
化
に
体
調
を
崩
さ
れ
が

ち
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
皆
様
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
た
数
年
が
昔
の
記

憶
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

で
は
株
価
上
昇
な
ど
景
気
が
回
復
し
て
き

て
い
る
よ
う
な
報
道
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
店
に
行
け
ば
品
々
が

値
上
が
り
し
て
い
る
な
ど
、
実
際
の
暮
ら

し
は
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
、
不
安
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
皆
さ
ん
が
明
る
く
生
活
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
相
談
支
援
を
続
け

て
い
く
と
と
も
に
、
工
夫
を
し
な
が
ら
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
職
員
体
制
で
す
が
、

前
年
度
中
途
で
２
名
を
新
規
採
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
新
年
度
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

安
定
的
な
相
談
支
援
体
制
を
持
続
で
き
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
事
務
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
以
降
、
は
じ
め
て
理
事
会
、
総
会

と
も
に
通
常
開
催
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

自
立
支
援
協
議
会
や
専
門
部
会
な
ど
も
、

年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

活
動
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
き
な

事
業
と
し
て
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
」と「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
地

域
に
お
け
る
相
談
支
援
の
中
核
的
役
割
を

担
う
機
関
と
し
て
、
総
合
的
な
相
談
業
務

の
実
施
や
地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

の
取
り
組
み
等
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
宮

古
圏
域
の
自
治
体
か
ら
委
託
を
受
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
と

し
て
は
、「
①
総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支

援
の
実
施
」「
②
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の

取
組
」「
③
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進
」

「
④
権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止
」「
⑤
宮
古

圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
「
①
総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
の
実

施
」
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
の
相
談
件
数

は
、
実
人
数
８
８
７
人
、
相
談
件
数
１
４
︐

６
４
５
件
で
し
た
。
一
人
当
た
り
の
年
間

相
談
件
数
は
17
回
、
前
年
度
よ
り
1
回
増

え
る
な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
さ

れ
て
い
る
責
務
を
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
談
支
援
に
お
い
て
は
、
今
後
も
利
用
者

の
皆
様
に
丁
寧
な
応
対
を
心
掛
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
②
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進
」
に

お
い
て
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
自

ら
選
ん
だ
住
ま
い
で
安
心
し
て
、
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
③
権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止
」
に
お
い

て
は
、
本
法
人
は
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
虐
待
に
係
る
通
報
な
ど
の

受
理
、
相
談
受
付
、
広
報
・
啓
発
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
⑤
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事

業
」
は
、
障
が
い
者
の
重
度
化
・
高
齢
化

や
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
、
緊
急
時
の

受
入
れ
な
ど
障
が
い
者
の
生
活
を
地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
を
構
築
す
る
事
業
で
あ

り
、
緊
急
時
の
受
入
れ
先
と
し
て
、
社
会

福
祉
法
人
「
若
竹
会
」
が
整
備
し
た
「
地

域
生
活
支
援
拠
点
つ
む
ぎ
」
に
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
事
業
の
二
つ
目
は
「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
社

会
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

創
作
的
活
動
、
社
会
生
活
技
能
訓
練
（
Ｓ

Ｓ
Ｔ
）、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
利
用
者

数
は
延
べ
２
︐
８
１
０
人
を
数
え
ま
し
た
。

一
昨
年
に
比
べ
る
と
16
％
増
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
、
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し

て
利
用
者
が
満
足
で
き
る
企
画
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
職
員
一
人
一

人
が
真
摯
に
仕
事
に
向
き
合
い
、
皆
様
を

支
援
し
、
穏
や
か
で
安
心
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
今
年
も
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト

　
　
　事
務
局
長

　戸
由

　
　忍

新
年
度
に
向
け
て

新
年
度
に
向
け
て
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社
会
福
祉
法
人

若
竹
会
が
運
営
す

る
「
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ぐ

や
」
は
、
県
内
で

は
３
番
目
、
沿
岸

地
域
で
は
初
の
児

童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
令

和
６
年
４
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
児
童
福
祉

法
に
よ
り
「
児
童
発
達
支
援
」
の
提
供
と
あ
わ

せ
て
「
ご
家
族
」
や
「
地
域
の
事
業
者
」
等
へ

の
相
談
や
助
言
を
行
う
施
設
で
す
。つ
ま
り「
本

人
支
援
」「
家
族
支
援
」「
地
域
支
援
」
を
担
う

役
割
を
も
っ
て
お
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

所
長
以
下
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
（
専
任
４
名
、

兼
務
２
名
体
制
）
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
事
業
概
要
◆

●
営
業
日
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

●
営
業
時
間
：
8
時
30
分
か
ら
17
時
30
分

●
対
象
地
域
：
宮
古
市
、
山
田
町
、
岩
泉
町
、

田
野
畑
村

■
障
害
児
通
所
支
援
事
業（
受
給
者
証
が
必
要
）

●
児
童
発
達
支
援
：
日
常
生
活
や
集
団
生
活
適

応
の
た
め
の
通
所
の
教
室
で
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
：
午
前
の
部  

9
時
30
分

か
ら
正
午
、
午
後
の
部  

14
時
か
ら
16
時
30
分

◎
定
員　

午
前
、
午
後　

各
十
名

◎
対
象
児
童
：
未
就
学
児
（
概
ね
三
歳
児
か
ら
：

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
っ
て
い
ら
れ
る
児
童
）

◎
送
迎
：
自
宅
か
ら
の
送
迎
の
ほ
か
所
属
園
か

ら
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。（
送
迎
が
長
距
離
に

な
る
場
合
、

こ
ち
ら
か
ら

出
向
い
て
の

児
童
発
達
支

援
も
検
討
し

ま
す
。）

◎
内
容
：
小

集
団
に
よ
る

活
動
、
個
別

課
題
活
動（
自

由
遊
び
、
音

楽
遊
び
、
は
じ

ま
り
の
会
、
運

動
遊
び
、
感
覚

遊
び
、
野
外
活

動
、排
泄
介
助
、

お
わ
り
の
会

等
）

●
保
育
所
等
訪

問
支
援
：
集
団

生
活
へ
の
適
応

等
を
支
援
す
る

た
め
、
保
護
者

の
依
頼
に
基
づ
き
保
育
施
設
等
を
訪
問
し
支
援

し
ま
す
。　

■
市
町
村
委
託
事
業
（
公
益
事
業
）

●
圏
域
の
市
町
村
か
ら
地
域
障
害
児
支
援
体
制

強
化
事
業
を
受
託
し
、
保
護
者
支
援
、
地
域
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
地
域
事
業
者
等
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
、
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

◎
地
域
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
（
研
修
、

体
験
、
講
演
等
）

◎
要
支
援
児
童
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト

◎
支
援
者
向
け
研
修
等
の
実
施

◎
児
童
関
連
施
設
等
へ
の
巡
回
訪
問
支
援　

等

CLOSE
UP!

事業

クローズアップ

沿岸初の
児童発達支援センター

社会福祉法人若竹会
児童発達支援センターかぐや

所 長　岡﨑  薫

面積ランキング
鳥取県→ 3,507㎢

宮古圏域→ 2,670㎢
佐賀県→ 2,440㎢

神奈川県→ 2,416㎢
沖縄県→ 2,282㎢
東京都→ 2,194㎢
大阪府→ 1,905㎢
香川県→ 1,876㎢

トピックス！

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
事
業
所
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
職
員
一
同
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



療
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
、

保
健
所
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
宮
古
圏
域
に
も

包
括
推
進
コ
ア
会
議
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
精
神
保
健
部
会
と
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
会
議
の
協
議
内
容
は

精
神
保
健
部
会
内
で
報
告
し
共
有
を
は
か
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
に
精
神
保
健
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
精
神
障
害
者

の
権
利
擁
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
生
活
の
支
援
の

強
化
等
に
よ
り
精
神
障
害
者
の
希
望
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
精
神
保
健
福
祉
法
の
理
念
に
の
っ

と
り
、
今
後
、

「
協
議
の
場
」

を
開
催
し
な
が

ら
、
精
神
障
害

者
の
希
望
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く

り
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
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「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
（
以
降
、「
に
も
包
括
」
と
表
記
）」
と
は
、

精
神
障
害
の
有
無
や
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
障
害
福
祉
・
介
護
、
住
ま
い
、

社
会
参
加
、
地
域
の
助
け
合
い
、
普
及
啓
発
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　
「
精
神
障
害
に
も
」
と
い
う
表
現
は
、
現
在
、

市
町
村
で
行
っ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
は
じ
め
と
し
た
保
健
医
療
福
祉
の

取
り
組
み
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
別
枠
で
捉
え
ら

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
精
神
障
害
を
含
め
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
支
援
「
に
も
」
目
を

向
け
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
つ
つ
、
精

神
障
害
を
別
枠
で
と
ら
え
る
こ
と
な
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
の
が
「
に
も
包
括
」
で
す
。

　

岩
手
県
で
は
、
県
全
体
で
「
に
も
包
括
」
の

取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
圏
域
ご
と
の
実
施
体

制
の
整
備
等
を
行
う
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
形
で
圏
域
ご
と
の
「
協
議
の
場
」
を
設
置
し
、

取
り
組
み
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
宮
古
圏
域
に
お
い
て
も
、
令
和
６
年
度
か

ら
「
協
議
の
場
」
と
し
て
市
町
村
、
精
神
科
医

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら･･･

Report1Report1
「
に
も
包
括
」
に
お
け
る
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

「
に
も
包
括
」
に
お
け
る
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

岩
手
県
宮
古
保
健
所

　主
任
保
健
師

　竹

　花

　知

　恵
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Report2Report2
誰
で
も
気
軽
に
集
い
自
然
と
「
み
ん
な
の
集
ま
る
居
場
所
」

誰
で
も
気
軽
に
集
い
自
然
と
「
み
ん
な
の
集
ま
る
居
場
所
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ル
カ

　管
理
者

　鈴

　木

　悠

　太

　

平
成
28
年
４
月
に
岩
泉
町
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ク
チ
ェ
カ
で
は
障
が
い
者
の
地
域
生

活
支
援
事
業
と
し
て
日
中
活
動
の
拠
点
「
み
ん

な
の
居
場
所
」
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型

事
業
所
「
ク
ル
カ
」（
定
員
10
名
）
を
同
年
の
８

月
よ
り
開
設
し
て
い
ま
す
。「
ク
ル
カ
」
の
名
称

は
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
目
指
す
声
が

け
の
合
言
葉
「
来
る
か
？
」
と
い
う
の
が
名
称

の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
泉
町
で
は
唯
一

の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
現
在
の
利

用
者
層
は
10
代
か
ら
60
代
ま
で
と
幅
広
い
層
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
様
に
く
つ
ろ

げ
安
心
で
き

る
空
間
を
コ

ン
セ
プ
ト
と

し
た
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
で

は
、
さ
を
り

織
り
、
羊
毛

フ
ェ
ル
ト
と

い
っ
た
少
し

珍
し
い
創
作

活
動
な
ど
が

迎
え
て
く
れ

ま
す
。
こ
の

空
間
で
生
ま

れ
た
個
性
豊
か

な
作
品
た
ち
に

日
々
出
逢
う
こ

と
が
で
き
る
場

所
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動

内
容
は
様
々
で

多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
例

え
ば
カ
ラ
オ

ケ
、
ゲ
ー
ム
、

お
菓
子
作
り
な
ど
の
料
理
教
室
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
発
見
し
、
好
き
な
こ

と
を
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
の
が
「
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ル
カ
」
の
魅
力
で
あ

り
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
隔
週
土
曜
日
な
ど

の
開
所
日
に
は
利
用
者
の
み
な
さ
ん
で
の
お
で

か
け
や
ド
ラ
イ
ブ
活
動
、
地
元
を
中
心
と
す
る

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
外
出

の
機
会
を
増
や
し
、
楽
し
み
な
が
ら
社
会
性
を

高
め
る
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
29
年
か
ら
は
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
共
に
農
園
で
の
農
作
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
土
づ
く
り
、
種
ま
き
か
ら

作
物
を
育
む
一
連
の
作
業
を
経
験
し
て
最
後
に

は
自
ら
が
手
掛
け
た
作
物
を
み
ん
な
で
収
穫
し

ま
す
。
収
穫
後
に
は
利
用
者
同
士
が
協
力
し
あ
っ

て
の
料
理
、
集
っ
て
の
会
食
会
ま
で
を
体
験
し

て
い
く
中
で
全
体
と
し
て
も
個
々
と
し
て
も
多

く
の
学
び
と
成
長
に
繋
が
る
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
地
域
の
方
々

を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
も
一

般
開
放
し
て
お
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
々
み
ん

な
が
同
じ
空
間
で
過
ご
し
な
が
ら
交
流
し
て
い

ま
す
。
同
じ
空
間
で
お
話
し
を
し
た
り
活
動
を

共
に
す
る
中
で
障
が
い
を
持
つ
方
と
接
す
る
機

会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
障
が

い
に
対
す
る
理
解
啓
発
の
促
進
に
繋
が
っ
て
い

く
…
そ
ん

な
空
間
を
目

指
し
て
い
ま

す
。
見
学
、

体
験
利
用
等

は
随
時
受
け

付
け
て
お
り

ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ

い
。
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【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
状
況
】

１ 

会
員
総
数　

人
（
団
体
）

　

 

○
正
会
員　
　

99
人
（
団
体
）

　
　

 

（
個
人
会
員
68
人
・
団
体
会
員
31
団
体
）

　

 

○
賛
助
会
員　

27
人
（
団
体
）

　
　

 

（
個
人
会
員
18
人
・
団
体
会
員
９
団
体
）

２ 

総
会
・
理
事
会
・
運
営
委
員
会
の
開
催
及
び
会
計
監
査
の
実
施

　

 

○
総
会
（
１
回
開
催
）　　
　
　

○
理
事
会
（
3
回
開
催
）

　

 

○
運
営
委
員
会
（
２
回
開
催
）　

○
会
計
監
査
（
4
回
実
施
）

３  

障
が
い
当
事
者
・
家
族
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
の
親
睦
を

深
め
る
事
業
の
実
施

　

 

○
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３ 

～
と
も
に
生
き
る
社
会
へ
～

 　
　

11
月
20
日
～
11
月
24
日　

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ　

　

 　

内
容
：
①
映
画
上
映
会
「
梅
切
ら
ぬ
ば
か
」

　
　
　
　

 　

② 

障
が
い
者
ア
ー
ト
移
動
展
示
会

　
　
　
　
　

 　

 

活
動
作
品
の
展
示
、
宮
古
圏
域
内
の
障
が
い
福

祉
事
業
所
の
紹
介

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
実
施
状
況
】

１ 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

 

⑴ 

総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施 

～
相
談
支
援
事

業
～

　
　

 

①
相
談
支
援
の
状
況

・
年
間
の
相
談
支
援
延
べ
件
数
１
４
，
６
４
５
件

　
（
※
前
年
度
１
４
，
５
２
３
件
）

　
　

 

②
支
援
会
議
の
開
催

・ 

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
主
催
41
回　

・
そ
の
他
開
催
へ
の
出
席
48
回　

合
計
89
回

　

 

⑵ 

地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
取
組 

～
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強
化
事
業
～

　
　

 

① 

「
宮
古
圏
域
障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
連
絡
会
議
」
の

開
催

　
　

 

② 

「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
多
職
種
参
加
型
事
例
検
討

会
」
の
開
催

　
　

 

③
「
岩
手
県
内
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
」
の
開
催

　

 

⑶
地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進

　
　

 

①
地
域
生
活
移
行
の
状
況

・ 

福
祉
施
設
、
病
院
及
び
圏
域
外
か
ら
の
地
域
移
行
者
の

状
況
１
名

　
　

 

②
住
宅
入
居
等
支
援
事
業
（
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

・
相
談
支
援
延
べ
人
数
77
人

　

 

⑷ 

権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止 

～
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

事
業
～

　
　

 

①
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
件
１
１
５
件

　
　

 

②
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
広
報
そ
の
他
啓
発
活
動

・
７
月
25
日　

救
護
施
設
松
山
荘
職
員
研
修

・
９
月
20
日　

 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
と
り
も
と
職

員
研
修

・
10
月
12
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ぼ
う
ハ
ウ
ス
職
員
研
修

　

 

⑸
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業　

・ 

緊
急
受
け
入
れ　

３
人
（
地
域
生
活
支
援
拠
点
つ
む
ぎ
に

お
け
る
受
入
）

・ 

緊
急
受
け
入
れ
を
前
提
と
し
た
相
談
10
件
（
地
域
生
活
支

援
拠
点
つ
む
ぎ
に
お
け
る
相
談
）

２ 

宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
運
営
事
業

　

 

⑴
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
（
３
回
開
催
）

　

 

⑵
専
門
部
会
の
開
催

・
実
務
担
当
者
会
議
（
８
回
開
催
）　
　

・
生
活
支
援
部
会

・
権
利
擁
護
部
会　

・
精
神
保
健
部
会　

・
発
達
支
援
部
会

　
　

 

※
4
部
会
と
も
5
回
開
催

　

 

⑶
専
門
部
会
長
会
議
の
開
催
（
１
回
開
催
）

３  

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
基
礎
的
事
業
及
び
機
能
強

化
事
業
）

　

 

⑴
運
営
会
議
の
開
催
（
６
回
開
催
）

　

 

⑵
地
活
だ
よ
り
の
発
行
（
毎
月
１
５
０
部
）

　

 

⑶
年
間
の
延
べ
利
用
者
数　

２
，
８
１
０
人

　
　

 

（
※
前
年
度　

２
，
４
２
２
人
）

　
　

 

活
動
開
催
回
数
３
４
２
回
（
前
年
度
３
２
６
回
）

４  

そ
の
他
の
事
業

　
 

⑴
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業

①
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業
に
係
る
連
絡
会
の
開
催

② 
家
族
教
室
の
開
催

③ 
岩
手
県
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業
連
絡
協
議
会

へ
の
出
席
（Z

oom

開
催
）　

　

 

⑵
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
事
業

①
家
族
懇
談
会
の
開
催　

② 

医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
へ
出
席

【
Ⅲ 

障
害
者
総
合
支
援
法
等
に
基
づ
く
特
定
相
談
支
援
事
業
及

び
一
般
相
談
支
援
事
業
等
】

１ 

特
定
相
談
支
援
事
業

　

 

⑴
計
画
相
談
支
援　

契
約
件
数 

５
６
２
件　

○
計
画
作
成
件
数 

４
４
３
件　

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数 

１
，
７
９
４
件

　

 

⑵
障
害
児
相
談
支
援　

契
約
件
数 

22
件　

○
計
画
作
成
件
数 

８
件　

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数 

53
件

２ 

一
般
相
談
支
援
事
業

　

 

⑴
地
域
移
行
支
援　

契
約
件
数 

０
件　
　

　

 

⑵
地
域
定
着
支
援　

契
約
件
数 

０
件

３  

障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
事
業
（
県
内
市
町
村
か
ら
の
受
託

事
業
）

宮
古
圏
域 

１
１
２
件　
　
　

圏
域
外 

０
件

【
Ⅳ 

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
・
地
域
福
祉
の
充
実
発
展

に
寄
与
す
る
事
業
】

１ 

広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

⑴ 

機
関
紙
「R

ainbow
  N

et

」
の
発
行
（
２
回
／
第
36
号
・

第
37
号
）

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

⑶
出
前
授
業
の
実
施
（
理
解
促
進
及
び
啓
発
事
業
）

　

  

・
宮
古
市
立
津
軽
石
小
学
校
（
21
名
）・
宮
古
市
立
崎
山
小
学
校
（
27
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
花
輪
小
学
校
（
25
名
）・
宮
古
市
立
鍬
ヶ
崎
小
学
校
（
20
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
山
口
小
学
校
（
33
名
）・
宮
古
市
立
重
茂
小
学
校
（
11
名
）

　

  

・
宮
古
市
立
千
徳
小
学
校
（
63
名
）・
宮
古
市
立
高
浜
小
学
校
（
18
名
）

２ 

研
修
会
等
の
実
施

○
宮
古
圏
域
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
５
日　

参
加
者
１
３
０
名
（
会
場
・Z

oom

）

○
宮
古
圏
域
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
支
援
者
交
流
会

　

９
月
27
日　

参
加
者
７
名

○
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
19
日　

参
加
者
41
名

○
障
が
い
学
習
会

　

11
月
14
日　

参
加
者
14
名

○
宮
古
圏
域
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
会

　

12
月
６
日　

参
加
者
34
名

○
医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族
懇
談
会

　

12
月
21
日　

参
加
者
12
名

３ 

地
域
懇
談
会
の
開
催

○
山
田
町　
　

10
月
４
日　

参
加
者
37
名　

○
田
野
畑
村　

10
月
27
日　

参
加
者
25
名

○
岩
泉
町　
　

11
月
16
日　

参
加
者
38
名　
　

○
宮
古
市　
　

12
月
７
日　

参
加
者
30
名

【
Ⅴ 

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
】

１ 

他
の
機
関
と
の
連
携

○ 

宮
古
圏
域
障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の

開
催

・
第
１
回　

幹
事
会
４
月
21
日
、
会
議
６
月
23
日

・
第
２
回　

幹
事
会
12
月
15
日
、
会
議
２
月
16
日

○ 

仲
間
の
会　

市
民
講
演
会
「
災
害
の
備
え
と
命
を
守
る
在

宅
保
健
福
祉
や
介
護
医
療
を
学
ぶ
」（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
）

○ 

卓
球
バ
レ
ー
宮
古
交
流
大
会
２
０
２
3　

　

11
月
23
日
（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
）

○ 

岩
手
県
社
会
福
祉
士
会
沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　

12
月
17
日
（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
）

○ 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
交
流
会
Ｉ
ｎ
宮
古　

　

1
月
13
日
（
競
技
補
助
員
と
し
て
参
加
）

２ 

職
員
の
研
修
受
講
状
況　

※
延
べ
人
数

○ 

相
談
支
援
に
関
す
る
研
修
（
基
礎
的
研
修
、
相
談
支
援
技

術
向
上
の
研
修
）　

7
名

○
障
が
い
特
性
の
理
解
に
関
す
る
研
修　

16
名

○
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
研
修　

9
名

○
自
殺
予
防
対
策
に
関
す
る
研
修　

6
名

○
家
族
支
援
に
関
す
る
研
修　

４
名

○
地
域
活
動
支
援
に
関
す
る
研
修　

３
名

○
地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
に
関
す
る
研
修　

20
名

○
地
域
移
行
・
地
域
定
着
に
関
す
る
研
修　

5
名

○
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
修　

13
名

○
就
労
支
援
に
関
す
る
研
修　

2
名

○
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
に
関
す
る
研
修　

6
名

○
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
に
関
す
る
研
修　

8
名

収益の部� （単位：円）

科　　目 金　額

経

常

収

益

受取会費 243,000
受取寄附金 0
受取補助金 0
事業収益 100,814,170
　宮古地区地域生活支援事業等 65,500,000
　相談支援事業 34,800,010
　認定調査事業 514,160

その他収益 34,085
　受取利息 372
　雑収益 33,713

経常収益計① 101,091,255

� （単位：円）

【資産の部】 【負債の部】
流動資産 48,886,667 流動負債 5,350,469
　現金預金 42,805,446 　未払金 1,754,314
　未収金 5,835,410 　預り金 552,555
　前払費用 192,340 　未払法人税等 82,000
　立替金 53,471 　未払消費税 2,961,600
固定資産　 9,161,416 固定負債 9,161,413
　什器備品 3 負債の部合計 14,511,882
　退職給付引当資産 9,161,413 【正味財産の部】

前期繰越正味財産額 43,255,815
当期正味財産増減額 280,386

正味財産合計 43,536,201
資産の部合計 58,048,083 負債及び正味財産合計 58,048,083

費用の部� （単位：円）

科　　目 金　額

経

常

費

用

事業費 90,784,132
　人件費 68,456,148
　その他経費 22,327,984
管理費 9,944,737
　人件費 3,472,639
　その他経費 6,472,098
　減価償却費 0

経常費用計② 100,728,869
当期経常増減額①−②＝③ 362,386
固定資産除却損④ 0
税引前当期正味財産増減額③−④＝⑤ 362,386
法人税、住民税及び事業税⑥ 82,000
当期正味財産増減額⑤−⑥＝⑦ 280,386
前期繰越正味財産額⑧ 43,255,815
次期繰越正味財産額⑦ + ⑧ 43,536,201

【レインボーネット　令和５年度決算報告】
●活動計算書 ●貸借対照表

令
和
５
年
度

事
業
報
告
・
決
算

令
和
５
年
度

事
業
報
告
・
決
算

令
和
５
年
度

事
業
報
告
・
決
算

令
和
５
年
度

事
業
報
告
・
決
算
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令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算

令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算

令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算

令
和
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算

収益の部� （単位：千円）

科　　目 金　額

経

常

収

益

受取会費 240
受取寄附金 0
受取助成金等 0
事業収益 101,900
　宮古地区地域生活支援事業等 65,500
　相談支援事業 36,000
　認定調査事業 400
その他収益 20

経常収益計① 102,160

費用の部� （単位：千円）

科　　目 金　額

経

常

費

用

事業費 98,322
　人件費 72,220
　その他経費 26,102
管理費 17,838
　人件費 3,452
　その他経費 14,386
　減価償却費 0

経常費用計② 116,160
当期正味財産増減額③ = ①−② ▲ 14,000
前期繰越正味財産額④ 43,536
次期繰越正味財産額③ + ④ 29,536

【令和６年度・活動予算書】

１ 

基
本
方
針

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
古
圏
域
障
が
い
福
祉
推
進
ネ
ッ
ト
（
レ
イ

ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
は
、
障
が
い
者
の
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
当
事
者
団

体
、
関
係
機
関
、
事
業
者
及
び
住
民
等
と
連
携
し
、
障
が
い

者
の
意
見
を
聴
き
、
利
用
者
本
位
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
も
各
種

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

２ 

運
営
方
針

⑴ 

宮
古
圏
域
４
市
町
村
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
地
域
生
活
支
援
事
業
等
を
受
託
し
、
障
が
い
者
の
地

域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
ま
す
。

⑵ 

宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
自
立

支
援
協
議
会
」
と
い
う
。
）
と
連
携
し
、
圏
域
に
お
け

る
障
が
い
者
等
へ
の
支
援
体
制
に
関
す
る
課
題
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
社
会
資
源
の
開
発
や
改
善
な
ど
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

⑶ 

障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
、
地
域
懇
談
会
等
を
通
じ
て

広
く
地
域
の
方
々
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
障
が
い
者

等
の
余
暇
活
動
や
就
業
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

⑷ 

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
の
運
営
を
適
切
に
行
い
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
会
員
相
互
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

３　

実
施
す
る
事
業

【
Ⅰ 

法
人
運
営
の
関
係
】

１ 
法
人
の
公
正
中
立
で
適
正
な
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
総
会
（
1
回
開
催
）

・
理
事
会
（
2
回
開
催
）

・
運
営
委
員
会
（
2
回
開
催
）

・
会
計
監
査
（
4
回
実
施
）

２ 

会
員
等
に
対
す
る
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
提
供

・
機
関
紙
「R

ainbow
 N

et
」
の
発
行
（
2
回
）

・
地
活
だ
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
の
配
布

３  

障
が
い
当
事
者
・
家
族
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
の
親

睦
を
深
め
る
事
業
と
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
の
開
催

【
Ⅱ 

受
託
事
業
の
関
係
】

　

宮
古
圏
域
4
市
町
村
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
宮
古
地
区
地
域

生
活
支
援
事
業
等
」
を
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

１ 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑴ 

総
合
的
・
専
門
的
な
相
談
支
援
の
実
施 

～
相
談
支
援

事
業
～

⑵ 

地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
取
組 

～
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強
化
事
業
～

⑶ 

地
域
移
行
・
地
域
定
着
の
推
進 

～
住
宅
入
居
等
支
援

事
業
（
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
～

⑷ 

権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止 

～
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
事
業
～

⑸
宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業

⑹
宮
古
圏
域
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
運
営
事
業

　

 

専
門
部
会
に
お
い
て
、
定
例
会
や
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー

等
を
開
催
し
ま
す
。

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑴
基
礎
的
事
業

⑵
機
能
強
化
事
業

　

自
主
事
業　

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
事
業

・ 

支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
に
よ
る

連
絡
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
Ⅲ 

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
特
定
相
談
支
援
事
業
及

び
一
般
相
談
支
援
事
業
】

　

当
事
者
や
家
族
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契
約
を

締
結
し
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村

か
ら
依
頼
を
受
け
た
場
合
は
、
迅
速
か
つ
適
正
に
認
定
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

１ 

計
画
相
談
支
援

２ 

障
害
児
相
談
支
援

３ 

一
般
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）

４ 

障
害
支
援
区
分
認
定
調
査

【
Ⅳ 

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
・
地
域
福
祉
の
充
実
に

寄
与
す
る
事
業
】

１ 

障
が
い
当
事
者
の
創
作
活
動
作
品
展
示
会
等
の
開
催

⑴
「
は
あ
と
ふ
る
フ
ェ
ス
タ
」
の
会
場
に
作
品
を
展
示

⑵
「
は
あ
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
」
の
掲
示
板
等
に
作
品
を
展
示

⑶ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
は
あ
と
ふ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開

設
し
作
品
を
展
示

２ 

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
（
専
門
部
会
）

⑴
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
生
活
支
援
部
会
）

⑵
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
権
利
擁
護
部
会
）

⑶
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
精
神
保
健
部
会
）

⑷
発
達
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
発
達
支
援
部
会
）

⑸
発
達
障
が
い
学
習
会
（
発
達
支
援
部
会
）

３ 

地
域
懇
談
会
の
実
施　
　

宮
古
圏
域
４
市
町
村
で
実
施

４ 
広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

　

 
障
が
い
理
解
を
テ
ー
マ
に
「
出
前
授
業
」
を
実
施

【
Ⅴ 

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な
事
業
】

１  

障
が
い
当
事
者
団
体
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化

の
た
め
全
体
会
や
交
流
会
へ
参
加

２  

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
と
の
連
携
強
化

の
た
め
定
例
会
へ
参
加

３ 

職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
各
種
研
修
会
等
へ
参
加

４ 

視
察
・
実
習
等
の
受
け
入
れ

【
重
点
項
目
】

◎�

計
画
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る
た
め
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の
相
談
支
援
体

制
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

◎�

障
害
者
虐
待
防
止
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
な

ど
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護

の
推
進
、
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

◎�

入
所
施
設
や
精
神
科
病
院
か
ら
の
地
域
移
行
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
が
い
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

◎�

障
が
い
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
「
親
亡
き

後
」
を
見
据
え
た
居
住
支
援
の
た
め
の
機
能
と

し
て
、
面
的
整
備
と
多
機
能
整
備
を
組
み
合
わ

せ
た
体
制
を
構
築
し
、
緊
急
時
受
入
等
の
取
り

組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎�

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
町
村
や
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
取
り
組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎�

障
が
い
者
福
祉
を
取
り
巻
く
時
代
の
要
求
や
社

会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、

「
専
門
部
会
の
再
編
」
を
推
進
し
ま
す
。
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  「地域活動支援センターみやこ」では、障がい者等（身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、障がい児及び難病等）を対
象に、自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上、社会との交流の促進を目的に、創作的な活動、SST（社会生活技能訓練）・
ピアカウンセリング等の活動、各種サークル活動を行っています。また、専門の職員を配置し、医療・福祉および地域の社会
基盤との連携強化のための調整、ボランティアの育成、障がいに対する理解促進を図るための普及啓発事業を実施しています。

「地域活動支援センター
  みやこ」です!
「地域活動支援センター
  みやこ」です!こんにちは、こんにちは、

　
令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

二
か
月
が
経
過
し
、
順
調
に
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
に
は
、地
活
運
営
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
先
日
、
利
用
者
さ
ん
と
の
会
話

の
中
で
、
地
活
に
参
加
し
て
感
じ

て
い
る
事
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
だ
る

ま
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
と
、
い

ろ
ん
な
人
か
ら
情
報
を
得
る
事
が

で
き
て
、
日
々
の
生
活
の
参
考
に

な
る
。
楽
し
い
で
す
。」「
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
人
の
意
見
や
思

い
が
聞
け
て
良
い
。
共
感
で
き
る

し
、
安
心
に
つ
な
が
る
。」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
も
っ
と
沢
山
の
人
と
交
流
し
た

い
で
す
。」
と
話
す
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
楽
し
い
地
活

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
地
活
に
遊
び
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
交
流
の
輪
を
ど

ん
ど
ん
広
げ
ま
し
ょ
う
！

【令和６年度 活動案内】

今年度の活動計画を一部紹介♪今年度の活動計画を一部紹介♪

はあとふるギャ
ラリーはあとふるギャ
ラリー

◆「ナイスフレンドの会」
　卓球・スカットボールの他に、皆さんからリクエストいただいた、ボッチャやモ
　ルックにもチャレンジします。身体を動かしながらの交流は、笑顔がいっぱいです。
◆「みんなで交流会」
　夏と冬の二回、軽食作りやゲームを行い交流します。
　どなたでも参加できる活動です。
◆「フリースペース」
　毎週月曜日と金曜日（9時～ 12時半）に、はあとふるセンター１階の療育相談
　室を開放しております。お部屋を夏は涼しく、冬は暖かくしております。通院時
　等の休憩場所としても、ご利用下さい。

『「地域活動支援センターみやこ」
活動案内』を発行しました。
『「地域活動支援センターみやこ」
活動案内』を発行しました。
地活の活動について説明してあります。
どうぞご活用下さい！

地活センターはみんなの憩いの場！ 交流の輪が広がっています！地活センターはみんなの憩いの場！ 交流の輪が広がっています！

【いやしの部屋】
外部講師をお迎えし、ヨガに取り
組みました。「きもちよかった～」
と、参加者の皆さんが笑顔で話し
ていました。

【チューリップの会】
パンケーキにアイスとあん
こをトッピング♪おいしい
スイーツと共に、楽しい交流
の時間を過ごしました。

【トンボの会（創作）】
コラージュ技法で、秋をイ
メージした壁飾りを作りまし
た。楽しく素敵な作品が完成
し、「いいね～！」と見せ合っ
ていました（＾＾）

【サテライト活動】
遠方の地域に出向き、定期的に
活動を提供しています。
この日の活動は、鈴カステラ作
り♪会話を弾ませながらの、楽
しいお菓子作りでした！
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レインボーネットレインボーネット

Ｑ
１
：�

八
重
樫
園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

す
。
新
し
い
生
活
を
始
め
る
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
Ａ
：�

こ
れ
ま
で
お
母
さ
ん
と
２
人
で

暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
が
、
お

母
さ
ん
が
調
子
を
崩
し
て
し
ま

い
、
２
人
で
の
暮
ら
し
が
難
し

く
な
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ
２
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
２

人
で
の
暮
ら
し
が
難
し
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
誰
か
に
相
談
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
し
ま
し
た
か
？

　
Ａ
：�

相
談
の
人
に
話
し
た
ほ
か
、
周
り
の
人
に
も
相
談
し
ま
し
た
。
自
宅
で

の
生
活
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

Ｑ
３
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
自
宅
以
外
で
の
生
活
に
対
し
て
、
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
Ａ
：�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
詳
し
い

こ
と
が
分
か
ら
ず
不
安
だ
っ
た
の
で
、
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｑ
４
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
見
学
し
て
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

　
Ａ
：�

こ
こ
で
自
分
が
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
、新
た
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
５
：�

妹
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
園
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
の
２
人
で
の
暮

ら
し
が
難
し
い
と
聞
い
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

　
Ａ
：�

一
緒
に
住
ん
で
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
２
人
で
の
暮
ら
し
が
難

し
い
と
い
う
意
味
が
最
初
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
泊
ま
っ
た
り
し

な
が
ら
様
子
を
見
て
い
た
中
で
、
実
際
に
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
６
：�

妹
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
２
人
で
の
暮
ら
し
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

は
、
言
い
換
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
支
援
を
同
時
に
進
め
る
こ
と

に
も
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
焦
り
な
ど
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

　
Ａ
：�

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

前
に
何
を
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ
７
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
始
め
た

際
に
、
と
ま
ど
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
Ａ
：�

血
圧
測
定
や
検
温
を
毎
日
し
て
い
る
の
で
す
が
、
正
直
ま
だ
慣
れ
て
い

な
い
で
す
。

Ｑ
８
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
血
圧
測
定
や
検
温
に
慣
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
と
ま
ど
い
以
外
に
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
：�

血
圧
が
高
い
と
い
う
こ
と
や
体
温
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自

分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
９
：�

園
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

　
Ａ
：�

分
か
ら
な
い
こ
と
は
周
り
に

聞
き
な
が
ら
、
新
し
い
生
活

に
慣
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
10
：�

最
後
に
妹
さ
ん
か
ら
園
子
さ
ん

に
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ａ
：�

長
年
続
け
て
き
た
生
活
を
変
え

る
こ
と
は
、
口
で
言
う
ほ
ど

簡
単
で
は
な
く
慣
れ
る
こ
と

は
大
変
だ
と
思
う
け
ど
、
周

り
の
方
々
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

聞
き
な
が
ら
楽
し
み
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
欲
し
い
で
す
。

（当事者の声）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

新
し
い
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

新
し
い
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

新
し
い
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

新
し
い
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

八
重
樫 

園
子
さ
ん 

と 

妹
さ
ん

〜
八
重
樫 

園
子
さ
ん
と
妹
さ
ん
へ
の
10
の
質
問
〜

八重樫園子さん

グループホームの皆さんと
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レインボーネットの活動を
応援してくださる方を
募集しています。

NPO法人
レインボーネットの活動を
応援してくださる方を
募集しています。
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◆
発　

行

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
古
圏
域
障
が
い
者
福
祉

　

推
進
ネ
ッ
ト
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

岩
手
県
宮
古
市
緑
ヶ
丘
２
番
３
号

　

は
あ
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
１
Ｆ
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０
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８
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◆
発
行
責
任
者　

会
長　

刈
屋 

裕
之

◆
企
画
・
編
集

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局

レインボーネットレインボーネット

　
特
別
支
援
学
校
の
文
化
祭
を
見
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
学
習
発
表
の
場
面
で
は
生
徒
さ

ん
が
自
ら
答
え
を
出
す
ま
で
、
生
徒
・
先
生
・

家
族
が
文
字
通
り
『
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
る
』

状
態
を
維
持
で
き
て
い
た
こ
と
に
感
心
し
、
答

え
が
出
た
瞬
間
に
は
会
場
全
体
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
最
近
は
こ
の
『
自
分
で

で
き
る
こ
と
』
を
待
っ
て
や
れ
な
い
環
境
が
増

え
て
き
た
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。
意
思
決

定
支
援
に
も
繋
が
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
こ

う
い
っ
た
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

【
佐
々
木
】

　
昨
年
か
ら
プ
ロ
野
球
に
贔
屓
の
チ
ー
ム
が
で

き
、
テ
レ
ビ
観
戦
を
し
て
お
り
ま
す
。
観
る
た

び
、
抑
え
投
手
と
し
て
登
場
す
る
選
手
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
！
と
感
じ
ま

す
。
抑
え
て
勝
て
ば
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
が
、
打
た

れ
て
逆
転
負
け
な
ん
て
日
は
フ
ァ
ン
か
ら
ボ
ロ

ク
ソ
に
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
す
…
。そ
れ
で
も
、

ま
た
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
わ
け
で
す
か
ら
、
選
手

に
は
尊
敬
の
念
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

シ
ー
ズ
ン
は
続
き
ま
す
が
、
選
手
を
信
じ
て
応

援
す
る
の
み
で
す
！�

【
大
内
】

　
毎
年
、
屋
根
の
下
側
に
ハ
チ
が
巣
を
作
り
、

駆
除
に
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の

模
型
を
吊
る
す
と
ハ
チ
除
け
に
な
る
と
聞
き
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
ま
し
た
。
１
つ

９
８
０
円
。
１
つ
じ
ゃ
足
ら
な
い
か
と
４
つ
購

入
し
ま
し
た
。
今
年
は
ハ
チ
に
巣
を
作
ら
せ
な

い
ぞ
！
と
屋
根
の
下
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
揺
れ
る

オ
ニ
ヤ
ン
マ
た
ち
を
眺
め
て
い
ま
す
。
頼
ん

だ
ぞ
！
オ
ニ
ヤ
ン
マ
た
ち
！　
　
　
【
櫛
桁
】

の
構
築
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

●
ゲ
ス
ト（
予
定
）： 

漫
画
家　

か
な
し
ろ

に
ゃ
ん
こ
。
氏

　

 

発
達
に
凸
凹
が
あ
る
息
子
さ
ん
と
の

ド
タ
バ
タ
育
児
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ

イ
「
う
ち
の
子
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
を

２
０
０
９
年
に
発
売
。
そ
の
他
、
多

数
の
書
籍
を
発
売
。

●
対
象
者
： 

ご
家
族
、
教
育
関
係
者
、
福

祉
関
係
者
、
関
心
の
あ
る
方

発
達
障
が
い
学
習
会

●
日　

時
：
７
月
13
日（
土
）
13
時
30
分

　
　
　
　
　

～
15
時

●
会　

場
：
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ル
２　

●
定　

員
： 

50
名（
無
料
）　

※
締
め
切
り

令
和
６
年
７
月
６
日（
土
）

●
内　

容
： 

映
画
「
僕
が
跳
び
は
ね
る
理

由
」
上
映
会

　
　
　
　
　

 
原
作　

東
田
直
樹　

　
　
　
　
　

監
督　
ジ
ェ
リ
ー
・
ロ
ス
ウ
ェ
ル

 　

 

自
閉
症
の
内
面
を
語
っ
た
内
容
が
大
反

響
を
呼
び
、
世
界
30
カ
国
以
上
で
出
版

さ
れ
た
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
映
画
化
！

●
日　

時
：
８
月
１
日（
木
）
13
時
30
分
～

●
会　

場
： 

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
多
目

的
ホ
ー
ル

●
内　

容
： 「『
産
業
×
福
祉
』（
一
財
）

み
ら
い
創
造
財
団
朝
日
の
あ

た
る
家
の
取
り
組
み
に
つ
い

て（
仮
）」

●
対
象
者
： 
関
係
者
、
当
事
者
、
家
族
、

興
味
が
あ
る
方

宮
古
圏
域
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
日　

程
：
10
月

●
会　

場
：
未
定

●
内　

容
： 

地
域
生
活
支
援
を
考
え
る

●
講　

師（
予
定
）： 

だ
て
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
： 

関
係
者
、
当
事
者
、
家
族
、

興
味
が
あ
る
方

な
な
い
ろ
茶
話
会

●
日　

程
：
11
月

●
会　

場
：
未
定

●
内　

容
： 

漫
画
家 

か
な
し
ろ
に
ゃ
ん

こ
。
氏
を
囲
ん
で
の
茶
話
会

　
　
　
　
　

 

発
達
障
が
い
児
、
発
達
が
気

に
な
る
児
童
の
ご
家
族
と
支

援
者
が
茶
話
会
と
い
う
形
で

交
流
し
な
が
ら
、
理
解
を
深

め
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
問
い
合
わ
せ
先　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
事
務
局
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０
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お知らせ
　
記
載
し
て
お
り
ま
す
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等

は
、
感
染
症
の
状
況
等
で
、
延
期
も
し
く

は
中
止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

自
閉
症
者
が
見
つ
め
、
感
じ
、
生
き
る

世
界
を
通
じ
て
“
普
通
”
と
は
何
か
、

そ
し
て
“
会
話
”
の
大
切
さ
を
描
く
、

感
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
！

 

（
公
式
サ
イ
ト
よ
り
）

●
対
象
者
： 

ご
家
族
、
教
育
関
係
者
、
福

祉
関
係
者
、
関
心
の
あ
る
方
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